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927 モ リブデ ン耐性鉄酸化細菌の 単離と諸性質
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【目的】鉄酸化細菌 エ．ferrooxidansは、二 価鉄 ｛Fe2つある い は還元型無機硫黄化合物をエ ネ
ル ギ ー

源と して増殖する化学含成独立栄養細菌で ある 。 本菌は、Fe2吸 ぴ Mos “

（モ リブデ ン ブ
ル

ー
｝を酸化する こ とがで きる 。

1）
また 、 元素硫黄を電子供与体に して Moe “ reMos＋へ 還元する

こ と もで きる。 2 ）
しかし 、 本菌は こ の 様に Mo に対する酸化 ・ 遼元齷素を持 っ て い る に もか か

わ らず高濃度 の NazMoOd は本菌の 増殖 を強 く阻害する。今回、　Mo耐性鉄酸化細菌の取得と N

’
耐

性機構の 解明を屋的 とした。 ζ方法】洗浄細胞に結合した Mo は、　 Perkin−E1跚er 原子吸光分析
機 〔HGA 開ode ユ 3300）で 定蚤 した 。 ζ結果2 自然界よ り純粋に単離した鉄酸化細菌75株の うち、

エ。ferrooxidans　Funis　2−1 株
ss

の みが 1．25 酬 の NaaMoO4を含む FeSO4培地 で増殖 したが 、

1． ferrooxidans　 AP正9−3株を含め た他の 株は 1　mM の Na、MoO4を含む岡上量琶地で は増殖 しなか
っ た 。 AP19−3株の 鉄酸化酵素活性は 0．5 繝 の 醤a 函 004 で完全に組害され たが 、

　Funis　2−1 株
の そ れ は 1．25mMの 悔 調 004 で も阻害されなか っ た。0．2　mM の NazMoO4で AP19−3株及び Funis
2−1 株の洗浄細胞を 1 時間処理する と、 蛋白質 1   当たり　217ng 及び 34　ng の Moが吸着
した 。 以上の 結果よ り、励 耐性の Funis　2−1 株 は 、 感受性の AP19−3株 と比較して 、 細胞へ の
Moの吸着量が少な く鉄酸化酵素が 阻害されに くい と欝定した 。
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【目的】　 近年 、 生 体に と っ て 膚毒で ある物質に姆 し 、 耐性 を持つ だけで な く、 生育に

必 要な物質として 、 それ らを利用する こ とがで きる微 生物の 存在が 明 らか に なりつ つ あ
る 。 例 えば 、 嫌気呼吸に よ っ て 有糠な 無機金属様酸化物 を還元 する こ との で きる微生物
が 知 られ て い る 。 こ の ような微生 物の研究 は環境浄化の 1面か らだけで は な く、 地質学な
どの 噸か らも興味深 い 対象で あ る。 本研究で は セ レ ン酸（SeO42

−
）を最終電子受容イ・19と し

て 用い て 生育する こ とが で きる 菌体を単離 し、特性評価を行 い
、 将来 、 環境浄化に有効

な生物材料 として用い るこ と を 目的 と した 。

匡方法及び結果】　 生活排水が 流れ込み 、有機物が 豊富に存在する よ うな池や 用水路か

ら、底 に た まっ た汚泥 を採取 し、 その 汚泥中か ら菌体の 分離をお こ なっ た 。 電子受容体
と して セ レ ン 酸（20mM ）、 電子供 与体と して乳 酸（5mM ）を含む培地中に汚泥試料を入れ 、

窒素雰囲気下 、 室温 で ス ク リー ニ ン グ をお こな っ た 。 その 結果、セ レ ン 酸を電子受容体
として用 い て生 育する こ との で きる 【苳1体、JSA株 、

　 TSA 株を得る こ とが で きた 。 こ れ ら

の 菌体が 生育す る際 に 、 培地が 単体の セ レ ン （SeO）の 色で あ る赤色に変わ っ た こ とか ら 、

セ レ ン酸が li舅本の セ レ ン に まで 還元され て い る こ とが 判明した 。 、こ れ らの 菌株 は 、 共 に

短季
lll
型、 グ ラム 陰牲菌で あ っ た 。 また これ らの 菌体は 、 好気

．
ドで も生育が 叮能 な通性嫌

気性 菌で あ り、 さらに好気下で もセ レ ン酸の 還元 をお こ な える こ とが わか っ た 。
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